
(57)【要約】

【課題】移動中の移動通信端末が通話圏外にある時、よ

り正確な通話可能位置を提供する。

【解決手段】前記移動通信端末の無線部１は、無線基地

局からの受信電波の受信を行う。ＧＰＳセンサ２は、位

置情報を受信する。記憶装置５は、情報の記憶を行う。

データ処理装置４は、予め定められた周期で制御部３１

を介して位置情報と電波情報を受信し、受信電波の電界

強度が通話可能圏外か否かの判定を行ない、判定の結果

が通話可能圏内であった場合はＧＰＳセンサから取得し

たその時点の位置情報を最終圏内位置データとして前記

記憶装置に更新記録する。制御部３は、通信開始の際に

データ処理装置により受信電波の電界強度を判定し、電

界強度が通話可能圏外であった場合に、ＧＰＳセンサよ

り取得した現在位置と最終圏内位置データによる最終圏

内位置を表示部３２の地図上に表示する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 法 に お い て 、 前
記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 無 線 基 地 局 か ら の 受 信 電 波 の 受 信 を 行 う 無 線 部 と 位 置 情 報 を 受 信
す る Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ と 情 報 の 記 憶 を 行 う 記 憶 装 置 と を 予 め 具 備 し 、 予 め 定 め ら れ た 周 期 で 受
信 電 波 の 電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話 可 能 圏 内
で あ っ た 場 合 は 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た そ の 時 点 の 位 置 情 報 を 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ
と し て 前 記 記 憶 装 置 に 更 新 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置
提 供 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 は 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ
か ら 取 得 し た 前 記 位 置 情 報 に よ る 前 記 記 憶 装 置 の 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ の 更 新 登 録 は 行 わ な
い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 は 、 予 め 定 め た し き い 値 と
比 較 す る こ と に よ り 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話
圏 内 位 置 提 供 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 の 通 信 開 始 の 際 に 、 前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度
を 判 定 し 、 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏
内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ
ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー
タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る
最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に 表 示 す る 処 理 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 が 通 話 可
能 圏 内 に 移 動 す る ま で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏
内 位 置 提 供 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 に お い て 、 前
記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 無 線 基 地 局 か ら の 受 信 電 波 の 受 信 を 行 う 無 線 部 と 、 位 置 情 報 を 受
信 す る Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ と 、 情 報 の 記 憶 を 行 う 記 憶 装 置 と 、 予 め 定 め ら れ た 周 期 で 受 信 電 波 の
電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話 可 能 圏 内 で あ っ た
場 合 は 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た そ の 時 点 の 位 置 情 報 を 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ と し て 前
記 記 憶 装 置 に 更 新 記 録 す る デ ー タ 処 理 装 置 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信
端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 は 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン
サ か ら 取 得 し た 前 記 位 置 情 報 に よ る 前 記 記 憶 装 置 の 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ の 更 新 登 録 は 行 わ
な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 は 、 予 め 定 め た し き い 値 と
比 較 す る こ と に よ り 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話
圏 内 位 置 提 供 方 式 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 の 通 信 開 始 の 際 に 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に よ り 前 記
受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 を 判 定 し 、 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 前 記
記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在 位 置
と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に 表 示 す る 制
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御 部 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内
位 置 提 供 方 式 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー
タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る
最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に 表 示 す る 前 記 制 御 部 の 処 理 は 、 前 記 移 動 通 信
端 末 が 通 話 可 能 圏 内 に 移 動 す る ま で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 移 動 通 信 端 末 に
お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 移 動 通 信 端 末 に お け る 位 置 提 供 方 法 に 関 し 、 特 に 移 動 通 信 端 末 が 最 後 に 通 話 圏 内
で あ っ た 位 置 情 報 を 提 供 す る 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 法 及 び 移 動 通 信 端
末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 の 通 信 条 件 が 悪 い 場 合 、 あ る い は 、 あ
る 地 点 で 移 動 通 信 端 末 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 、 ユ ー ザ に 通 信 条 件 を 良 好 に す る 、
あ る い は 通 話 を 可 能 に す る た め の 通 話 可 能 領 域 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る た め に 、 予 め 記 憶
し た 基 地 局 デ ー タ に 基 づ い て 通 信 可 能 領 域 デ ー タ を 生 成 し 、 通 信 可 能 領 域 デ ー タ に 基 づ い
て 通 信 可 能 領 域 を 基 地 局 か ら の 半 径 に よ り 表 示 装 置 に 表 示 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ １ ３ ３ ７ ３ 号 公 報 （ 要 約 欄 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の 無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 可 能 領 域 に 関 す
る 情 報 を 提 供 す る 制 御 方 法 は 、 通 話 可 能 領 域 と し て 無 線 基 地 局 の 基 地 局 デ ー タ に 基 づ き 基
地 局 か ら の 半 径 に よ り 表 示 装 置 に 表 示 し て る が 、 基 地 局 デ ー タ に 基 づ い た 通 話 可 能 領 域 で
あ っ て も 、 実 際 は 電 波 強 度 は 一 定 で は な く 建 物 等 ま わ り の 環 境 に よ っ て は 移 動 通 信 端 末 の
受 信 す る 電 波 強 度 が 圏 外 と な る 場 合 も あ る な ど 、 理 論 通 り に は 行 か な い と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 通 話 可 能 位 置 と し て 基 地 局 デ ー タ で は な く Ｇ Ｐ Ｓ に よ り 測 定 し た 移 動 通
信 端 末 の 位 置 情 報 を 使 用 し 、 最 後 に 通 話 圏 内 で あ っ た 位 置 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 よ
り 正 確 な 通 話 可 能 位 置 を 提 供 す る 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 法 及 び 移 動 通
信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置 提 供 方 式 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 願 の 第 １ の 発 明 は 、 無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置
提 供 方 法 に お い て 、 前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 無 線 基 地 局 か ら の 受 信 電 波 の 受 信 を 行 う 無
線 部 と 位 置 情 報 を 受 信 す る Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ と 情 報 の 記 憶 を 行 う 記 憶 装 置 と を 予 め 具 備 し 、 予
め 定 め ら れ た 周 期 で 受 信 電 波 の 電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い 、 前 記 判 定
の 結 果 が 通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た そ の 時 点 の 位 置 情 報
を 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ と し て 前 記 記 憶 装 置 に 更 新 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 願 の 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話
可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 は 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た 前 記 位 置 情 報 に よ る 前 記 記 憶 装
置 の 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ の 更 新 登 録 は 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 の 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能
圏 外 か 否 か の 判 定 は 、 予 め 定 め た し き い 値 と 比 較 す る こ と に よ り 判 定 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 願 の 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 の 通
信 開 始 の 際 に 、 前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 を 判 定 し 、 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外
で あ っ た 場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ
よ り 取 得 し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部
の 地 図 上 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 願 の 第 ５ の 発 明 は 、 第 ４ の 発 明 に お い て 、 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場
合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し
た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に
表 示 す る 処 理 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 が 通 話 可 能 圏 内 に 移 動 す る ま で 行 う こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
本 願 の 第 ６ の 発 明 は 、 無 線 基 地 局 を 介 し て 通 信 を 行 う 移 動 通 信 端 末 に お け る 通 話 圏 内 位 置
提 供 方 式 に お い て 、 前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 無 線 基 地 局 か ら の 受 信 電 波 の 受 信 を 行 う 無
線 部 と 、 位 置 情 報 を 受 信 す る Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ と 、 情 報 の 記 憶 を 行 う 記 憶 装 置 と 、 予 め 定 め ら
れ た 周 期 で 受 信 電 波 の 電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い 、 前 記 判 定 の 結 果 が
通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た そ の 時 点 の 位 置 情 報 を 最 終 圏
内 位 置 デ ー タ と し て 前 記 記 憶 装 置 に 更 新 記 録 す る デ ー タ 処 理 装 置 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 願 の 第 ７ の 発 明 は 、 第 ６ の 発 明 の 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 前 記 判 定 の 結 果 が 通 話 可 能 圏
外 で あ っ た 場 合 は 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ か ら 取 得 し た 前 記 位 置 情 報 に よ る 前 記 記 憶 装 置 の 最
終 圏 内 位 置 デ ー タ の 更 新 登 録 は 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 願 の 第 ８ の 発 明 は 、 第 ６ の 発 明 に お い て 、 前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能
圏 外 か 否 か の 判 定 は 、 予 め 定 め た し き い 値 と 比 較 す る こ と に よ り 判 定 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 願 の 第 ９ の 発 明 は 、 第 ６ の 発 明 の 前 記 移 動 通 信 端 末 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 の 通 信 開 始 の
際 に 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に よ り 前 記 受 信 電 波 の 前 記 電 界 強 度 を 判 定 し 、 前 記 電 界 強 度 が 前
記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 前 記
Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め
備 え た 表 示 部 の 地 図 上 に 表 示 す る 制 御 部 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 願 の 第 １ ０ の 発 明 は 、 第 ９ の 発 明 に お い て 、 前 記 電 界 強 度 が 前 記 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た
場 合 に 前 記 記 憶 装 置 よ り 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得
し た 現 在 位 置 と 前 記 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ に よ る 最 終 圏 内 位 置 を 予 め 備 え た 表 示 部 の 地 図 上
に 表 示 す る 前 記 制 御 部 の 処 理 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 が 通 話 可 能 圏 内 に 移 動 す る ま で 行 う こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 移 動 通 信 端 末 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-200780 A 2004.7.15



図 １ か ら 分 か る と お り 、 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 は 、 受 信 電 波 の 受 信 を 行 う 無 線 部 １ と 、 位
置 情 報 を 受 信 す る Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ ２ と 、 移 動 通 信 端 末 の 操 作 、 表 示 を 行 う 無 線 制 御 部 ３ と 、
本 発 明 の 処 理 を 行 う デ ー タ 処 理 装 置 ４ と 、 情 報 の 記 憶 を 行 う 記 憶 装 置 ５ で 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
無 線 部 １ は 、 基 地 局 か ら の 電 波 （ 電 界 ） の 受 信 を 行 う 。 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部 ２ は Ｇ Ｐ Ｓ に よ り
計 測 さ れ た 位 置 情 報 の 受 信 を 行 な う 。 無 線 制 御 部 ３ は 、 制 御 部 ３ １ 、 表 示 部 ３ ２ 、 操 作 部
３ ３ を 備 え て い る 。 制 御 部 ３ １ は 、 表 示 部 ３ ２ へ の 表 示 デ ー タ の 出 力 、 操 作 部 ３ ３ か ら の
操 作 デ ー タ の 受 付 処 理 、 及 び 無 線 部 １ の 受 信 電 波 情 報 と Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部 ２ で 受 信 さ れ た 位
置 情 報 の 読 み 取 り 、 読 み と っ た 受 信 電 波 情 報 と 位 置 情 報 の デ ー タ 処 理 装 置 ４ へ の 送 出 を 行
う 。 表 示 部 ３ ２ は 、 位 置 情 報 や 、 ユ ー ザ デ ー タ 等 の 表 示 を 行 う 。 操 作 部 ３ ３ は 、 移 動 通 信
端 末 の 発 着 信 を 行 う た め や 、 デ ー タ 入 力 を 行 う 為 の 操 作 を 行 う 部 分 で あ る 。 デ ー タ 処 理 装
置 ４ は 、 無 線 部 １ で 受 信 し た 受 信 電 波 の 電 界 強 度 に よ る 通 話 圏 内 ／ 外 の 判 断 、 お よ び Ｇ Ｐ
Ｓ セ ン サ ２ で 取 得 し た 位 置 情 報 の 記 憶 装 置 へ の 保 存 と 読 み 出 し を 制 御 す る 。 記 憶 装 置 ５ は
、 デ ー タ 処 理 装 置 ４ か ら の 登 録 要 求 に よ り 現 在 の 位 置 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 図 ２ 、 図 ３ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 に お け る 第 一 の 実 施 例 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ は 移 動 通 信 端 末 の 位 置 情 報 の 保 存 処 理 に つ い て の 説 明 図 、 図 ３ は 移 動 通 信 端 末 の 通 話
開 始 動 作 時 の 通 話 可 能 圏 外 時 の 圏 内 位 置 表 示 処 理 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ に お い て 、 移 動 通 信 端 末 の 無 線 制 御 部 ３ は 、 予 め 定 め ら れ た 周 期 で 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部
２ で 受 信 さ れ た 位 置 情 報 と 無 線 部 １ の 受 信 電 波 情 報 と を デ ー タ 処 理 装 置 ４ に 送 信 し （ ス テ
ッ プ Ａ １ 、 ス テ ッ プ Ａ ２ ） 、 デ ー タ 処 理 装 置 ４ の 電 波 状 態 監 視 部 ４ １ は 、 受 信 電 波 の 電 界
強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い （ ス テ ッ プ Ａ ３ ） 、 ス テ ッ プ Ａ ３ の 判 定 結 果 が
通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ ２ か ら 取 得 し た 、 そ の 時 点 の 位 置 情 報 を 最 終 圏
内 位 置 デ ー タ ５ １ と し て 記 憶 装 置 ５ に 更 新 記 録 す る （ ス テ ッ プ Ａ ５ ） 。 尚 、 受 信 電 波 の 電
界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 は 、 受 信 電 波 の 電 界 強 度 を 予 め 定 め た し き い 値 と 比 較
す る こ と に よ り 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
デ ー タ 処 理 装 置 ４ は ス テ ッ プ Ａ ３ の 判 定 結 果 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 は 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン
サ ２ か ら 取 得 し た 位 置 情 報 の 記 憶 装 置 ５ へ の 保 存 は 行 な わ ず 、 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ は 更 新
し な い （ ス テ ッ プ Ａ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 図 ３ に お い て 、 ユ ー ザ ー が 移 動 通 信 端 末 の 通 信 開 始 操 作 を 行 な う 際 に 、 移 動 通 信 端 末
の 無 線 制 御 部 ３ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部 ２ で 受 信 さ れ た 位 置 情 報 と 無 線 部 １ の 受 信 電 波 情 報 と
を デ ー タ 処 理 装 置 ４ に 送 信 し （ ス テ ッ プ Ｂ １ ） 、 デ ー タ 処 理 装 置 ４ を 介 し て 受 信 電 波 の 電
界 強 度 を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｂ ２ ） 、 電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 記 憶 装 置 ５ よ
り 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ ５ １ を 読 み 出 し （ ス テ ッ プ Ｂ ３ ） 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得 し た 現 在
位 置 と 最 終 圏 内 位 置 を 表 示 部 ３ ２ の 同 一 地 図 上 に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｂ ４ ） 。 ス テ ッ プ Ｂ
１ か ら ス テ ッ プ Ｂ ４ は 、 通 話 可 能 圏 内 に 移 動 す る ま で 現 在 位 置 デ ー タ を 変 更 し て 表 示 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス テ ッ プ Ｂ ２ の 電 界 強 度 の 判 定 で 通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は 、 通 信 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は 、 本 実 施 例 に お け る 現 在 位 置 と 最 終 圏 内 位 置 を 表 示 部 ３ ２ の 同 一 地 図 上 に 表 示 し た
場 合 の 一 例 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 図 ５ 、 図 ６ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 に お け る 第 二 の 実 施 例 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明
す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は 移 動 通 信 端 末 の 位 置 情 報 の 保 存 処 理 に つ い て の 説 明 図 、 図 ６ は 移 動 通 信 端 末 の 通 話
開 始 動 作 時 の 通 話 可 能 圏 外 時 の 圏 内 位 置 表 示 処 理 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ に お い て 、 移 動 通 信 端 末 の 無 線 制 御 部 ３ は 、 予 め 定 め ら れ た 周 期 で 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部
２ で 受 信 さ れ た 位 置 情 報 と 無 線 部 １ の 受 信 電 波 情 報 と を デ ー タ 処 理 装 置 ４ に 送 信 し （ ス テ
ッ プ Ｃ １ 、 ス テ ッ プ Ｃ ２ ） 、 デ ー タ 処 理 装 置 ４ の 電 波 状 態 監 視 部 ４ １ は 、 受 信 電 波 の 電 界
強 度 が 通 話 可 能 圏 外 か 否 か の 判 定 を 行 な い （ ス テ ッ プ Ｃ ３ ） 、 ス テ ッ プ Ｃ ３ の 判 定 結 果 が
通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ ２ か ら 取 得 し た 、 そ の 時 点 の 位 置 情 報 を 最 終 圏
内 位 置 デ ー タ ５ １ と し て 記 憶 装 置 ５ に 保 存 す る （ ス テ ッ プ Ｃ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
デ ー タ 処 理 装 置 ４ は ス テ ッ プ Ｃ ３ の 判 定 結 果 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 は 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン
サ ２ か ら 取 得 し た 位 置 情 報 の 記 憶 装 置 ５ へ の 保 存 は 行 な わ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
記 憶 装 置 ５ は 、 例 え ば 、 過 去 １ 時 間 （ 時 間 は 任 意 に 設 定 で き る も の と す る ） の 圏 内 位 置 デ
ー タ を 保 存 し 、 １ 時 間 以 上 経 過 し た デ ー タ は 破 棄 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 図 ６ に お い て 、 ユ ー ザ ー が 移 動 通 信 端 末 の 通 信 開 始 操 作 を 行 な う 際 に 、 移 動 通 信 端 末
の 無 線 制 御 部 ３ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ 部 ２ で 受 信 さ れ た 位 置 情 報 と 無 線 部 １ の 受 信 電 波 情 報 と
を デ ー タ 処 理 装 置 ４ に 送 信 し （ ス テ ッ プ Ｄ １ ） 、 デ ー タ 処 理 装 置 ４ を 介 し て 受 信 電 波 の 電
界 強 度 を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｄ ２ ） 、 電 界 強 度 が 通 話 可 能 圏 外 で あ っ た 場 合 に 記 憶 装 置 ５ よ
り 過 去 １ 時 間 の 圏 内 位 置 デ ー タ ５ １ を 読 み 出 し （ ス テ ッ プ Ｄ ３ ） 、 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ よ り 取 得
し た 現 在 位 置 と 過 去 １ 時 間 の 圏 内 位 置 デ ー タ を 表 示 部 ３ ２ の 同 一 地 図 上 に 表 示 す る （ ス テ
ッ プ Ｄ ４ ） 。 ス テ ッ プ Ｄ １ か ら ス テ ッ プ Ｄ ４ は 、 通 話 可 能 圏 内 に 移 動 す る ま で 現 在 位 置 デ
ー タ を 変 更 し て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ Ｄ ２ の 電 界 強 度 の 判 定 で 通 話 可 能 圏 内 で あ っ た 場 合 は 、 通 信 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ り 、 移 動 中 の 移 動 通 信 端 末 が 通 話 圏 外 に あ る 時 、 よ り 正
確 な 通 話 可 能 位 置 を 提 供 す る で き る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 移 動 通 信 端 末 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 の 位 置 情 報 の 保 存 処 理 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 の 通 話 開 始 動 作 時 の 通 話 可 能 圏 外 時 の 圏 内 位 置 表 示 処 理 に
つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に お け る 現 在 位 置 と 最 終 圏 内 位 置 を 表 示 部 ３ ２ の 同 一 地 図 上 に 表 示 し た
場 合 の 一 例 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 の 位 置 情 報 の 保 存 処 理 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 の 通 話 開 始 動 作 時 の 通 話 可 能 圏 外 時 の 圏 内 位 置 表 示 処 理 に
つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 無 線 部
２ 　 　 Ｇ Ｐ Ｓ セ ン サ
３ 　 　 無 線 制 御 部
４ 　 　 デ ー タ 処 理 装 置
５ 　 　 記 憶 装 置
３ １ 　 　 制 御 部
３ ２ 　 　 表 示 部
３ ３ 　 　 操 作 部

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-200780 A 2004.7.15



４ １ 　 　 電 波 状 態 監 視 部
５ １ 　 　 最 終 圏 内 位 置 デ ー タ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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